
共同利用施設 案内 

室名：生体機能解析室Ⅲ                          

共同利用機器備品リスト： 
１．細胞内電気活動測定セット 1式 
 
２．ビブラトーム(マイクロスライサー) 
 
４．ペリスタポンプ(動物還流固定用) 
 
５．簡易染色セット 
 
６．動物血液サンプリング装置 
       (株式会社エイコム、 DR-Ⅱ １台) 
 
７．吸入麻酔器(イソフルラン専用) 
 
８．冷凍庫(-40℃、-80℃) 

機器用途【なにができる？】 
 
１．主に脳内の目的とする部位へ電極を挿

入し、神経細胞の細胞内電気活動が測
定できる 

 
２．動物を還流固定することができる 
 
３．簡易な組織切片を作成することができる 
 
４．簡易な染色(ニッスル染色)をすることが

できる 
 
５．予めカテーテル留置処理を施してある

実験動物より自動的に採血を行うことが
できる。  

 
６．動物に吸入麻酔(イソフルラン)にて実験

ができる。 
 
７．小区画に区切られた実験台にて麻酔下

にて実験ができる。 
 
８．採取した組織、血液等を冷凍保存でき

る。 
 
 
 
 
 
 
 
                  

場所：  
 ５号館３階 
 内線：274 
 施設利用手引き                             

概要：動物実験のための研究室 
 麻酔下での電気生理学的手法を用いて中枢神経系
の神経細胞内の電気活動の測定、血液サンプルの採
取ができます。 

主任：伊藤 和憲   
  臨床鍼灸学講座：(内線539) 
   k_itoh@meiji-u.ac.jp 
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